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街
頭
募
金
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

  須多峰介護センター" 家族いきいき教室 "を6年ぶりに開催しました
10 月 15 日、須多峰介護センターにて、当協議会の施設をご利用されている方のご家族の皆さまにお集まりいた
だき、家族いきいき教室を開催しました。

食事後の懇親会では、参加者同士や各施設の職員と話をする時間が
設けられました。参加者の皆さまは『苑長に困りごとを話せてよかっ
た』『他の介護者の方と悩みについて共有し、共感してもらえて嬉し
かった』『施設に預けている間は自分の時間。自分のことも大切にし
ないと、と気付かされました』など話されました。

参加者の皆さまは、ご自身の身内の方が利用されてい
る施設の介護者同士でテーブルを囲み、普段利用者
の皆さまがデイサービスで食べている食事を食べなが
ら、食事についての感想や日頃の介護についての悩み
事等を話されました。

高
齢
・
障
が
い
者
の
皆
さ
ま
と
日
帰
り
旅
行 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
集
会
を
開
催

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
地
域
の
方
々
と 

社
協
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
を
開
催

　

飯
山
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

協
議
会
と
飯
山
市
社
会
福
祉
協

議
会
で
は
、
市
内
の
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
お
よ
び
障
が
い
者
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
が
相
互
に

交
流
を
す
る
こ
と
を
目
的
に
日

帰
り
の
バ
ス
旅
行
に
出
か
け
る

「
飯
山
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
集

会
」
を
10
月
12
日
に
開
催
し
ま

し
た
。

　

今
年
の
訪
問
地
は
新
潟
県
上

越
市
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
た
上
越
市
立
水
族
博
物
館

「
う
み
が
た
り
」
で
海
洋
生
物
等

の
見
学
を
楽
し
ん
だ
後
、「
う
み

て
ら
す
名
立
」
に
て
美
味
し
い

食
事
と
お
風
呂
や
買
い
物
な
ど

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　
総
勢
65
名
が
参
加
し
た
交
流

集
会
は
、
笑
い
声
が
絶
え
な
い

有
意
義
な
ひ
と
と
き
と
な
り
ま

し
た
。
来
年
も
大
勢
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

11
月
3
日
、
飯
山
え
び
す

講
に
合
わ
せ
て
「
社
協
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
雨
天
の
た
め
ス
テ
ー

ジ
発
表
は
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
本
町
ぶ
ら
り
広
場
周
辺
で

は
、
飯
山
地
区
子
ど
も
会
育
成

連
絡
協
議
会
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
餅

つ
き
や
い
い
や
ま
子
ど
も
食
堂

に
よ
る
豚
汁
販
売
な
ど
各
団
体

の
ブ
ー
ス
が
並
び
ま
し
た
。
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
は
雨
天
に
よ
り

会
場
変
更
と
な
っ
た
赤
十
字
奉

仕
団
の
バ
ザ
ー
や
各
団
体
の
作

品
展
示
・
お
も
ち
ゃ
病
院
等
が

行
わ
れ
、
多
く
の
方
に
温
か
く

気
持
ち
が
ほ
っ
と
す
る
時
間
を

お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
で
は
街
頭
募
金

活
動
も
行
わ
れ
、
ご
来
場
さ
れ

た
皆
さ
ま
に
ご
寄
付
を
い
た
だ

い
た
ほ
か
、
各
団
体
の
売
上
げ

の
一
部
が
赤
い
羽
根
共
同
募
金

に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
も
地
域
の
方
々
と
ふ
れ

あ
い
ま
つ
り
を
盛
大
に
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協

力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

水族館を楽しむ参加者の様子

✿10月イベント報告

第
70
回 

社
会
福
祉
大
会
を
開
催-

人
と
人
と
の
絆
を

深
め
合
い 
助
け
合
う
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て-

石田 千惠子氏による講演の様子

　

10
月
4
日
、
10
月
18
日
、
11

月
3
日
に
飯
山
市
共
同
募
金

委
員
会
に
よ
り
市
内
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
等
に
て
街
頭
募
金

活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
募
金

活
動
に
は
当
協
議
会
で
開
催

し
て
い
る
福
祉
体
験
教
室
「
わ

く
ワ
ク
と
う
ど
塾
」
の
子
ど
も

達
や
、
市
内
で
活
動
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
皆
さ
ま
が
募

金
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
街
頭

に
立
ち
、
募
金
の
呼
び
か
け
を

行
い
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
場
所
の

提
供
を
い
た
だ
い
た
ツ
ル
ヤ
飯

山
店
さ
ま
、
道
の
駅
「
花
の
駅 

千
曲
川
」
さ
ま
、
A
・
コ
ー
プ

み
ゆ
き
店
さ
ま
、
ベ
イ
シ
ア
飯

山
店
さ
ま
、
そ
し
て
募
金
し
て

く
だ
さ
っ
た
多
く
の
皆
さ
ま
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第
70
回
飯
山
市
社
会
福
祉

大
会
被
表
彰
者

【
社
会
福
祉
功
労
者
】

あ
け
ぼ
の
会 

さ
ま

　

多
年
に
わ
た
り
介
護
施
設
へ
雑

巾
、
布
切
り
、
新
聞
紙
ゴ
ミ
袋
な

ど
を
作
成
し
寄
付
す
る
活
動
を
続

け
ら
れ
ま
し
た
。

い
い
や
ま
お
も
ち
ゃ
病
院 

さ
ま

　

多
年
に
わ
た
り
無
償
で
お
も

ち
ゃ
修
理
を
行
う
活
動
を
続
け

て
お
ら
れ
ま
す
。

久
保
田 

桂
子 

さ
ま

　
平
成
22
年
か
ら
令
和
7
年
ま
で
、

飯
山
地
区
民
生
児
童
委
員
ま
た
令

和
4
年
か
ら
令
和
7
年
ま
で
飯
山

市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長
を

務
め
ら
れ
ま
し
た
。

渡
邉 

信
一 

さ
ま

　
令
和
元
年
か
ら
令
和
7
年
ま
で
、

秋
津
地
区
の
民
生
児
童
委
員
を
務

め
ら
れ
ま
し
た
。

金
子 

ま
ゆ
美 

さ
ま

　
令
和
元
年
か
ら
令
和
7
年
ま
で
、

秋
津
地
区
の
主
任
児
童
委
員
を
務

め
ら
れ
ま
し
た
。

月
岡 

ゆ
み
子 

さ
ま

　
令
和
元
年
か
ら
令
和
7
年
ま
で
、

木
島
地
区
の
民
生
児
童
委
員
を
務

め
ら
れ
ま
し
た
。

市
村 
秀
子 
さ
ま

　
令
和
元
年
か
ら
令
和
7
年
ま
で
、

木
島
地
区
の
民
生
児
童
委
員
を
務

め
ら
れ
ま
し
た
。

丸
山 

明
美 

さ
ま

　
令
和
元
年
か
ら
令
和
7
年
ま
で
、

木
島
地
区
の
主
任
児
童
委
員
を
務

め
ら
れ
ま
し
た
。

堀
内 

知
子 

さ
ま

　
令
和
元
年
か
ら
令
和
7
年
ま
で
、

瑞
穂
地
区
の
民
生
児
童
委
員
を
務

め
ら
れ
ま
し
た
。

藤
木 

澄
子 

さ
ま

　
令
和
元
年
か
ら
令
和
7
年
ま
で
、

瑞
穂
地
区
の
民
生
児
童
委
員
を
務

め
ら
れ
ま
し
た
。

清
水 

玲
子 

さ
ま

　
令
和
元
年
か
ら
令
和
7
年
ま
で
、

泉
台
地
区
の
民
生
児
童
委
員
を
務

め
ら
れ
ま
し
た
。

丸
山 

み
さ
を 

さ
ま

　
令
和
元
年
か
ら
令
和
7
年
ま
で
、

泉
台
地
区
の
主
任
児
童
委
員
を
務

め
ら
れ
ま
し
た
。

廣 

陽
子 

さ
ま

　
令
和
元
年
か
ら
令
和
7
年
ま
で
、

岡
山
地
区
の
民
生
児
童
委
員
を
務

め
ら
れ
ま
し
た
。

野
中 

惠
美
子 

さ
ま

　
令
和
元
年
か
ら
令
和
7
年
ま
で
、

岡
山
地
区
の
民
生
児
童
委
員
を
務

め
ら
れ
ま
し
た
。

畠
山 

辰
男 

さ
ま

　
平
成
28
年
か
ら
令
和
7
年
ま
で
、

岡
山
地
区
の
民
生
児
童
委
員
を
務

め
ら
れ
ま
し
た
。

昼食の様子
当日の昼食（デイサービスと同様）

懇親会の様子
懇親会の後は、各施設の案内やレクリエーションの見学を行いました。コロナ禍などの影響により、6年ぶりの開
催となりましたが、普段会話をする機会の少ない介護者同士が一堂に会し話し合う貴重な交流の場となりました。

　
当
協
議
会
で
は
、「
み
ん
な
で

取
り
組
む
共
生
の
郷（
ふ
る
さ
と
）

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
10
月
26

日
、飯
山
市
文
化
交
流
館
な
ち
ゅ

ら
に
て
第
70
回
飯
山
市
社
会
福

祉
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
長
年
に
わ
た
り

社
会
福
祉
事
業
に
携
わ
っ
て
い

た
だ
い
た
方
々
へ
の
表
彰
式
を
行

い
、
本
年
度
は
２
団
体
13
名
の

方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
続
い

て
福
祉
教
育
推
進
事
業
と
し
て
、

地
域
づ
く
り
活
動
グ
ル
ー
プ「
風

の
さ
さ
や
き
」
会
長
の
別
所
光

正
さ
ん
に
、
地
域
の
子
供
か
ら

高
齢
者
ま
で
皆
が
い
つ
ま
で
も
元

気
で
孤
立
し
な
い
居
場
所
作
り

飯水地区保護司会のわたあめ販売の様子

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
日
本
テ
レ

ビ
系
列
「
大
家
族 

石
田
さ
ん
チ
」

で
お
な
じ
み
の
石
田
千
惠
子
さ

ん
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。「
大
家

族
石
田
さ
ん
チ
の
お
か
あ
ち
ゃ

ん
」
と
題
し
、
７
男
２
女
を
育
て

ら
れ
た
経
験
か
ら
子
ど
も
に
は

沢
山
の
愛
情
を
注
い
で
育
て
る
こ

と
の
大
切
さ
や
自
身
の
母
親
の

介
護
の
こ
と
な
ど
幅
広
い
視
点

で
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
大
会
に
お
い
て
、
市
民
の

皆
さ
ま
や
福
祉
関
係
者
の
皆
さ

ま
等
大
勢
ご
参
加
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

長年社会福祉事業に携わった表彰者の皆さま

募金をした子どもに風船を渡すボランティア
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✿送迎時間は目安です。
✿乗車する場合は事前に人数をご連絡ください。
　湯の入荘：☎ 0269-65-3312

    湯の入荘
12月送迎 /行事計画令和7年 9月 21日～令和7年 10月 20日分

総合相談事業

会場：飯山市福祉センター

心配ごと相談（要予約）
毎週水曜日　9：00～12：00

総合相談（予約不要）
12月22日（月）     
 9：00～15：00 

弁護士による法律相談 
11：00～15：00

♥結婚相談（要予約）
　12月6日（土）、12月21日（日） 　
　 9：00～12：00
会場：市民活動センター （福祉センター内）

結婚相談事業
相談日のご案内

  ☎：0269-62-7030

☎：0269-62-2840

福祉センター

館内展示が変わりました

日 曜 地 区 ・ 団 体 等
2 火 カラオケ同好会
3 水 野坂田 8:50

4 木 山岸 8:40、上新田 8:45、坂井 8:50、
（さくら会 9:30）

5 金 飯山地区更生保護女性会
6 土 同好会発表会
9 火 上倉 8:40、奈良沢 9:15、曙町 9:20
10 水 柳沢 8:40、高砂会 8:45
11 木 さくら会

12 金 小佐原 8:40、笹川 8:45、山口 8:50、
中条 9:00

13 土 カラオケOB会
16 火 カラオケ同好会
17 水 戸狩 8:50
18 木 大久保 8:40（さくら会 9:30）
20 土 月例カラオケ大会
23 火 西大滝 8:40
24 水 桑名川 8:50
25 木 今井 9:00、（さくら会 9:30）
26 金 かすみ草
27 土 だいごの会

ご寄附・ご訪問
ご　寄　附

ご　芳　名 物　品・金　額 備　　　考

匿名 さま 布、タオル、ウェット
ティッシュ他 ご寄附 善意銀行

相澤 はま江 さま くず入 ご寄付
長野FCLコンポー
ネント（株） さま

お菓子、食料品 
ご寄附 フードドライブへ

匿名 さま ゴミ袋 ご寄附

デイサービス
瑞穂

匿名 さま 古布 ご寄附
匿名 さま オムツ ご寄付
瑞穂地区更生
保護女性会 さま

くず入、エコバック、
小物入れ等 ご寄付

匿名 さま くず入 ご寄附
デイサービス
ゆきつばき匿名 さま 古布 ご寄附

村松 修司 さま 新聞紙ゴミ袋 ご寄附

木原 さま くず入 ご寄附 デイサービス
外様

田中 克己 さま
岡本 恵子 さま 歌、琴、交流

デイサービス
瑞穂
外様
ゆきつばき

瑞穂地区更生
保護女性会 さま 秋祭り手伝い、交流

デイサービス
瑞穂

佐藤 知彦 さま
吉越 聖秀 さま 畑おこし

匿名 さま 紙芝居 デイサービス
ゆきつばき

飯山高校 JRC部 さま 児童の遊びの支援 飯山児童クラブ
宮沢 純子 さま
青木 信子 さま
栗林 みち江 さま
福沢 信子 さま

おまつりごっこ手伝い 北部子育て
支援センター

11 月～ 3月の展示団体
パッチワークみゆき野 さま

ご　訪　問
ご　　芳　　名 内　　容　　等 施 設 名 等

地域の居場所づくり活動助成金

福祉人材育成助成金
　福祉の担い手を確保するため、福祉業務に従事する上で必要となる資格の取得および研修の受講に要する経費に対
し、予算の範囲内で助成金を交付します。詳細はHPをご覧ください。

　地域に根ざした住民の助け合い活動等を行うさまざまな分野の団体を応援するため、共同募金を財源として助成を行います。
申請方法等詳細はHPをご確認ください。※交付申請は通年で受け付けしております。ただし、既に行われた活動については助成の対象外です。
■対象者
　地区や集落等に根ざした居場所活動を目的としている
　個人または団体
■助成額
　年間の活動実績に応じて上限30,000円まで助成する
■助成期間
　申請時～令和8年3月31日（火） 地域の居場所づくり活動助成金詳細はこちら→

■対象者
（１）飯山市に居住しており、 将来飯山市内で福祉業
務に従事する意志がある者
（２）飯山市出身であり、県内外の短大、専門学校、 
大学等に在籍している者で、将来飯山市内において
福祉業務に従事する意志がある者

■助成額
資格試験受験料または研修受講料の２分の 1以内の額。た
だし、２万円を限度とします。
■申請方法
受験日または受講日の10日前までに福祉人材育成助成金交
付申請書により申請してください。
申請は対象者１人につき１回のみとなります。希望される
方は、お問合せください。（☎ 0269-62-2840）福祉人材育成助成金詳細はこちら→

■助成対象事業
次の全てに該当する事業とする。
①特定の者を対象とせず、誰でも自由に出入りすることが
　出来る事業
②年間を通じて年5回以上開催される事業

実際に助成金を受けている団体をご紹介♪

とまり木ってどんな場所？

Q2.
A.

どのようなイベントを開催していますか？

Q1.
A.

Q3. 今後やりたい活動・予定など
A.

子どもから高齢者まで年代を問わずお越しいただけるおしゃべり
サロンです。場所は野坂田交流センター、木島地区野坂田区の住
民を中心に、年５～６回程度さまざまな行事を通じて人と人がつ
ながる場所を目指して活動中です！

とまり木の活動
おしゃべりサロン

２月には、昨年好評だったせんぜもんさんの芸能観賞を予定して
います。ぜひお越しください！また、来年度にむけて子ども向け企
画やおしゃべりメインの企画など…楽しい行事を計画中です！

☎：0269-62-2840

Pick up!

助成金情報
Check!

～とまり木のように「誰でも気
　軽に立ち寄れる」居場所～

とまり木代表 武田吉樹さん

☎：0269-62-2840

 8月の行事「すいか割りとランチ」の様子

雨天のため室内ですいかを割り、カレーを作ってみんなで食べました！

今年度は、５月に春のお茶飲み会、６月に民謡踊
り観賞、８月にすいか割りとランチ、１１月に芋煮
とおにぎりを開催しました。子どもから大人まで
みんなが楽しめるような企画をとまり木スタッフ
全員で考えています！

Interview

3年目の正直！
沢山の方に参加してい
ただき、つながりの輪
を広げていきたいです。


